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は じめ に
本稿の課題は,将 来,蒙 彊政権(関 東軍の内蒙 工作)に ついて本格的研
究をおこな うための予備作業として,蒙 彊政権の前身である蒙古軍政府の
全体像を描 き出すことにある。従来,蒙 古軍政府 については,日 中戦争史
研究の中で,関 東軍による華北分離工作 ・内蒙工 作について触れる際,付
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随的に論じられることが多いが,本 稿では,日 中政治関係史の叙述を最小
限に止め,関東軍に よる{鬼偶政権樹立工作に重点を置いて考察をすすめる。
蒙彊政権の研究において,日 本語 ・中国語両方の資料を用いなけれぽ,
到底十分な考察はで きない。そこで,本 稿では,日 本側・中国側(蒙 古側)
の資料を比較 ・対照 しながら考察をすすめる。関東軍の内蒙工作 ・蒙古軍
政府の研究をすすめる際,確 実な一次資料が乏 しく,当事者の回想録を多
用せ ざるを得ないという資料上の制約があ り,と くに人名 ・地名 ・日時で
不確かな場合が多いので,で きるだけこれらの情報を詳 しく記すように努
める。
資料の引用にあた っては,原 文の記述の誤 りを随時訂正 しながら利用す
るが,紙 数の都合上,訂 正個所は原則 として注記 しない。また,す べての
利用資料を紹介する と,あ まりにも煩雑になるので,代 表的文献のみを注
記す るに止める。資料利用上の問題点については,将 来発表を予定 してい
る各論で詳細に考証す ることにしたい。本稿の内容は既存の研究文献 と比
べて,か なりの異同があるが,こ の点も同様の理由により,一切その根拠
を明示せず,結 論のみを簡潔に記すことにしたい。
1関 東軍の内蒙古独立計画
関東軍の内蒙工作の発端は1933年春の熱河作戦で,当初の意図は満州国
の新版図(熱河地方)と中国察恰爾省東部 との隣接国境地帯の安定化にあっ
た。初期内蒙工作の契機 となったのは,東 北軍の湯玉麟軍崔興武騎兵十七
旅(の ち,李 守信軍)の 投降工作で,5月 初旬の李守信軍の察恰爾省多倫
への進出により本格化す る。関東軍参謀長「関電第五四五号」(1933年5月
5日)1)は,李守信 軍の多倫進出後の内蒙工作の意図を,「爾後同軍 ヲ指導
シ,既 定 ノ方針 二基 キ察吟爾東境一帯二親 日満勢力ヲ扶植シ,以 テ反動勢
力二対スル緩衝地帯 タラシムル ト共 二,逐次其勢力ヲ烏珠穆沁方面二拡張
セシメ～」 と説明 し,そ の現地指導機関 として,多倫特務機関の設置を予
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定 している。
関東軍参謀部「暫行蒙古人指導方針要綱案」(1933年7月16日)2)は,初
期内蒙工作(察吟爾工作)の方針 として,「主 として平和的文化工作,特 に
経済的関係の連鎖に依 り,自発的に親満に導 き,遂 に不可分の関係を生ぜ
しむる如 く指導するを要す。之が為対支排撃の色彩を有する自治政権の樹
立を促進す」と述べている。熱河作戦後,関 東軍 は全兵力を分散配置 して,
満州国内の討伐作戦に従事 してお り,将来の塊偶政権樹立を視野に入れな
が ら,当面の施策の重点を満州国と察恰爾省 との隣接国境地帯の安定確保
(抗日運動の粛正)に 置いていた。当時の内蒙工作はおもに満州国内の東
部内蒙古の安定化を志向し,関東軍は全体 として消極的な内蒙工作の方針
を採用していた。
熱河作戦に先立ち,参謀本部支那課長酒井隆大佐の指示により関東軍司
令部に赴任 した松室孝良大佐は,内蒙工作の責任者 として,1933年4月に
承徳特務機関長に就任 した。松室大佐の蒙古独立計画は,「蒙古国建設に関
する意見」(1933年10月)3》で詳細に展開されている。すなわち,「蒙古国
は満州国の姉妹国」 として建設するもので,満 州国建設に要 したように多
くの兵力を動かす必要がな く,三年の準備期間で蒙古国建設が可能である
と想定 している。蒙古国の建国予定地(西 部内蒙古)に は二案があ り,第
一案では,錫林郭勒盟 ・察吟爾八旗 ・烏蘭札布盟 ・伊克昭盟 ・帰化城土黙
特部等の地域を,第 二案では,第 一案の領域に加 えて,内 長城線以北(察
恰爾省 口北道 ・山西省雁門道)を 含む地域を予定 している。
その後,松 室大佐は 「満州国隣接地方占領地統 治案」(1934年2月)4⊃の
中で,日 ソ開戦の際,日 本軍の作戦に必要な察恰 爾省北部 ・外蒙古を軍事
占領 して,こ れを統治するのに必要な政治工作について論及 し,中国に対
して,万 里の長城以北への政治的干渉を許さず,外 蒙古全域に統治区域を
拡張 し,さ らに全蒙古を独立 させる場合を想定 している。将来の政権構想
としては,「内蒙古をして中華民国の,外 蒙古を して蘇国の覇絆 よ り脱 し,
親 日満に転向せ しめ」,自治政権の樹立を目指 している。関東軍はこの急進
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的な蒙古国建設計画に危惧の念を抱 き,1934年2月に松室大佐を斉々恰爾
機関長に左遷 してい る。松室大佐の蒙古国建設計画は関東軍によって否定
されたが,1935年以降の関東軍 自身による積極的な内蒙工作(察東事件,
繧遠事件,蒙 彊政権 の樹立)を 展望す る時,そ の構想は恐 るべ き正確さで
将来を見通 していたのである。
関東軍参謀部「対察施策」(1934年1月24日)5)は,満州国に住む蒙古人
の離反傾向を懸念して,蒙 古独立に消極的であった。 しかし,察恰爾省に
対 しては,「昭和八年七月十六 日決定せ し軍の既定方針に基き工作を進むる
の外」,将来,察 東 ・錫林郭勒盟を満州国 と経済的に密接不可分な行政地域
にして,満 州国統治 と国防を容易にし,華北 ・外蒙古に対する諸地域 とす
る予定であった。しかし,内蒙工作の実施方法としては,「国際の情勢を無
視 して露骨なる工作に走 り,内外の視聴を惹くが如き急進的施策の実施は
厳に戒むるを要す」と釘を刺 しつつ,「其主眼は主 として経済的文化的施策
により,同地方蒙民を して不知不識の間附満親日た らしむるにある」と述
べている。将来の 目標 としては,施 策範囲をさらに西方に拡張す ることを
考慮 して,所 要の軍政工作を隠密裡にすすめ,そ の際の主要な工作対象 と
して,李 守信軍を予定 している。
満州国内の治安が確立するにつれて,関 東軍は華北 ・西部内蒙古への野
心を強めていった。1935年1月,関東軍は大連会議を召集して,華北分離
工作 ・内蒙工作を積極的に推進す る方針を決定した。関東軍参謀部 「対内
蒙施策要領」(1935年7月25日)6}は,内蒙工作の方針 として,「親 日満区
域の拡大強化を図 り,北支工作進展に伴ひ内蒙を して中央より自立するに
至 らしむ」とその意 図を明確化 し,施策の重点を多倫 ・西蘇尼特方面に志
向している。その際,政 治的 ・軍事的施策は関東軍が担当 し,文化的 ・経
済的施策は満州国機関 ・満鉄 ・その他の民間機関を利用することとし,政
治工作の面では,土 肥原・秦徳純協定の履行問題(保 安隊の配置問題),対
傅作義工作,蒙 古 自治政府の育成 とその対中央離反工作を予定 している。
とくに察吟爾保安隊問題については,多 倫 ・張家 口・西蘇尼特の各特務機
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関が厳重にその実行を監督 ・強要す ると主張 している。内蒙工作の対象と
しては,徳 王(徳 穆楚克棟魯普)・卓世海(卓 特 巴札布)・李守信の三者を
結合 して工作をすすめる基本構想を明らかにし,さ らに外蒙古の活仏デロ
ワ(廼魯瓦呼圖克圖)を これに合流 させることに している。
陸軍中央部は関東軍の独走を牽制 して,軍 務局長 「北支及内蒙に対する
中央部の指導」(1935年8月28日)7)を示 し,華北政策の一般方針 として,
「天津軍の立場 も充分尊重」し,「外務側を も充分活動せ しむる」よう注意
を促 し,対内蒙施策については,「依然従来の方針 を堅持し,独立政権の樹
立の如 きは寧ろ之を急 ぐの要なかるべ く,現下の情勢に於ては,主 として
文化経済工作に重点を志向し,其 目的を達成す ること可な りと認めあり」
と主張 している。
しかし,関東軍はその後 も華北分離工作 ・内蒙工作を積極的に推進 し,
1935年12月に翼察政権を樹立するとともに,察東事件 を引き起こして,李
守信軍を外長城線以北の口北六県に進駐 させ,1936年1月から察北で{鬼偶
政権(蒙 古軍政府)の 樹立工作を本格化し,さ らに繧遠省への進出を予定
していた。
関東軍参謀部.「対蒙(西北)施策要領」(1936年1月)8)は,「北支工作の
進展に伴ひ,内 蒙をして中央より分離自立す るに至 らしむ」とい う方針の
下で,施 策の重点を軍政府の管轄区域内(察 吟爾盟)の 重要部門の整備に
置 き,こ れを根拠地 として繧遠に勢力を扶植 し,さ らに外蒙古 ・青海 ・新
彊 ・西蔵等へ と拡大しようと企図している。軍政府の管轄区域は,当 面,
錫林郭勒盟 ・察吟爾盟 ・伊克昭盟 ・阿拉善旗を予定 し,察恰爾盟以外の行
政組織は漸次整備することにしている。蒙政会(国 民政府直轄の内蒙自治
組織)に ついては,対 外的考慮から,ただちに解消はせず,お もに対中国
交渉機関 として一定期間存続 させることとし,さ らに傅作義懐柔工作につ
いて論及 している。
陸軍中央部「第一次北支処理要綱」(1936年1月13日)9)は,関東軍によ
る越権的な華北分離工作を禁止し,その施策範囲 を外長城線以北に限定す
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るとともに,察 吟爾右翼四旗への進出を禁止している。関東軍の綬遠進出
計画に対して,陸軍中央部は「対内蒙施策実施要領」1°》を指示 し,関東軍の
内蒙施策の範囲を当分の間錫林郭勒盟 ・察吟爾盟 ・烏蘭札布盟,可 能な場
合は阿拉善旗を含む地域 とし,こ れら地域を国民政府の実質的政令の及ぼ
ないようにすることを 目標 としながら,実際の工作区分 としては,「繧遠省
南部(察 吟爾転属四旗,土 黙特旗及伊盟)並 寧夏方面に対す る施策は北支
工作 との関係等に鑑み,主 として支那駐屯軍之に任ず るものとす」と定め,
関東軍の介入を禁止 している。
注
1)「 日中 戦 争e」 現代 史 資 料8,み す ず 書房,1964年,444頁。
2)同 上 書,447～448頁。
3)同 上 書,449～464頁。
4)同 上 書,472～485頁。
5)同 上 書,468～471頁。
6)同 上 書,492～500頁。
7)同 上 書,501頁 。
8)同 上 書,540～546頁。
9)同 上 書,349～350頁。
10)同上 書,547頁 。
II察 東特別 自治区
1933年2月14日,新京で関東軍情報主任者会議が開催され,斎藤弥平太
第一課長 ・喜多誠一第二課長は松室大佐に対 して,熱 河作戦の前に開魯 ・
林西地区に駐屯する東北軍(湯 玉麟軍 ・劉桂堂軍等)の 切 り崩 しを命令 し
た。松室大佐の区処 の下,通 遼機関長田中久少佐 ・錦州機関長松井源之助
中佐が帰順工作にあたった1)。
この頃,崔 興武騎兵十七旅の李守信団長(連 隊長)は 通遼機関長田中久
少佐を訪ねて,旅 団長崔興武の投降の意を伝えた。2月 下旬,熱 河作戦が
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開始されたが,東 北軍には戦意がな く,関東軍は3月2日 に赤峰を,4日
に承徳を占領 した。25日,崔興武は下野し,陳 宝泉参謀長 ・劉継広団長 ・
ヲ}宝山団長等の要請で李守信が旅団長に就任 した。4月 初旬,赤 峰機関長
田中久少佐は李守信を興安遊撃師の司令に任命 し,部隊は20日余の休養・
整備をおこなった。この間,李守信の部隊は2000人から8000人に膨張し,
漢族の二支隊(6300人),蒙古人の一支隊(1700人)が編成 された。李守
信は満州国中将に就任 したが,他 の将兵は満州国軍に収編 されず,漢 人部
隊は謀略部隊 として察恰爾省多倫への進出を命 じられた。蒙古人部隊は林
西守備の留守部隊 として残留 した2》。
5月初旬,興 安遊撃師は多倫に到着 し,先 に同地 に進出していた劉桂堂
軍 と小競 り合いが生 じたが,同 月末劉桂堂軍は多倫を去 った。その後,興
安遊撃師はL玉祥 の抗 日同盟軍(吉鴻昌軍)の反撃にあって,7月11日 に
多倫を放棄 し,囲城に後退 したが,1ヵ 月後ふたたび多倫を回復 した。多
倫攻防戦の最中,第 三支隊の烏古廷は蒙古人部隊を率いて満州国興安軍に
身を投 じた。多倫奪還後,興 安遊撃師は察東警備軍 と改称 され,多 倫県は
察東特別 自治区と称 して,国 民政府の支配権が及ばない特殊地域 となっ
た3》。
1933年6月,関東軍は多倫特務機関を開設 し,浅田弥五郎少佐が機関長
に就任 した。8月,西 烏珠穆沁特務機関が開設 され,民 間人の盛島角房機
関長の下で,錫 林郭勒盟長索王(索 諾木拉布坦)へ の工作を開始 した。当
時,関 東軍は副盟長徳王をあまり重視していなか った。12月,多倫特務機
関長は浅田少佐か ら宍浦直徳大尉に交代した。1934年5月末,宍 浦大尉は
西烏珠穆沁特務機関長に転出した。 この頃,盛 島機関が貝子廟方面に進出
し,アパカ特務機関 と称 した。8月,張 家口特務機関が開設され,松 井源
之助中佐が機関長に就任 した。
熱河作戦後,満 州国と察吟爾省との隣接国境地帯で抗 日運動が活発化し
た。1934年10月に第一次張北事件が,12月末に第一次熱西事件が発生し,
1935年6月には第二次張北事件,第二次熱西事件が相次ぎ,日本軍は中国
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側に強硬な抗議をお こなった。6月18日,察吟爾省主席宋哲元が更迭され
て,秦 徳純が代理主席に就任し,宋哲元軍の外長城線からの撤退が決まっ
た。23日夜,奉 天特務機関長土肥原賢二少将は秦徳純 を訪問し,日本軍の
要望事項を提出した。27日,秦徳純は北平陸軍武官を訪問 して,遺 憾の意
を表明し,日本側要求に対する正式文書の回答を提出した。これが土肥原・
秦徳純協定である。協定の骨子は,宋 哲元軍の外長城線からの移駐,排 日
機関の解散,謝 罪,責 任者の処罰,山 東移民の察吟爾通過中止等であ り,
その解釈 として,日 満の対蒙工作の承認,特 務機関の活動や 日本の軍事諸
設備(飛 行場の設備,無 線電台の設置等)へ の援助が非公式に合意 され,
宋哲元軍の撤退地域には停戦区域に準じて軍隊を入れず,保 安隊により治
安を維持す ることになった4》。
8月5日,張 家 口で松井 ・張允栄協定が調印され,中 国保安隊 と蒙古保
安隊が共同で察北の治安維持に当たることとな り,察吟爾省保安処長張允
栄が漢族居住地区の治安を担当し,蒙政会察吟爾部保安長官卓特巴札布が
蒙古人居住地区の治安を担当した。関東軍は蒙古保安隊を口北六県に入れ
るよ う要求 したが,察 吟爾省代理主席張 自忠は,蒙 古人がいない各県城内
への蒙古保安隊の進駐 に反対 した。土肥原 ・秦徳純協定の締結後,外 長城
線以北 と満州国 との往来が自由とな り,関東軍の内蒙工作は飛躍的に進展
した。11月7日,土 肥原は宋哲元に華北5省 で自治政府樹立を勧告 し,25
日に股汝耕は翼東防共 自治委員会を設立 した。関東軍は華北分離工作の促
進をはか って,11月15日までに一部の兵力を長城線上に集結 させ るとと
もに,こ の機会を利用して,蒙古保安隊の名 目で察東警備軍を口北六県に
進出させることにした5)。
察東特別 自治区の所在地多倫は,外 蒙 との交通 ・交易の要衝で,外 蒙古
貿易の途絶後,ダ ブスノールの青塩 ・牧畜毛皮移出,日 用雑貨移入の中継
場所 として,細 々と命脈を保 っていた。察東特別 自治区の行政長官には李
守信司令官が兼任 し,満 州国に準 じた県政を布いた。察東特別 自治区には
日系顧問が配属 され,参 事官安斎金治の下で,佐 伯弘 ・朝場秀二 ・小野勲
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等が県政を指導 した。通貨は満州国幣を使用 し,年 号は康徳を用い,主 要
財源は対満州国交易の青塩税であった。察東警備軍の軍事費は地方税収を
充てたが,1935年7月以降,満 州国軍政部が負担 した8)。
察東警備軍の編成は二個師(支 隊を改称)・砲兵隊 ・通信隊 ・憲兵隊から
な り,その主要幹部 としては,司 令官が李守信,参 謀長が陳宝泉,作 戦主
任参謀が劉星寒,師 長が劉継広(第 一師)・サ宝山(第 二師),砲兵隊長丁
其昌であった。人種構成は李守信司令官のみが蒙古人で,部下の将兵はす
べて漢族であったが,察吟爾部の騎兵500人余,烏 古廷部隊から700人余
が合流 し,蒙古兵がふえた7)。
察東特別 自治区の政治 ・軍事指導の中心は多倫特務機関であ り,1934年
4月に植山英武少佐が第三代機関長に就任した。1935年4月,関東軍は53
名の除隊兵で特設装甲自動車隊を編成 し,多倫に派遣 した。特設隊員には,
浅沼 ・天野 ・山口等の幹部のほか,助 平辰雄 ・合 志法竜等の一般隊員が参
加 した。他方,満州国軍政部から派遣された下永憲次中佐を責任者 として,
7月に顧問部が開設されてのち,特 務機関は察東 警備軍の軍事指導を顧問
部に委ねて,政 治指導に専念 した。察東警備軍の教官には,田 古里直少佐
(卓長官工作に従事),煙草谷平太郎大尉(承 徳特務機関より転任),高木
中尉等がいた。 この他,助 平 ・合志等の特設隊員十数名が察東警備軍教官
として配属 された。8月,浅 海喜久雄少佐が第四代機関長に就任 し,松井
忠雄大尉が補佐官 として配属された8)。
多倫に駐在する民間団体 としては,善隣協会多倫支部が1934年6月から
活動を開始 し,満州航空は多倫飛行場を拠点 として,広 大な蒙古草原で航
空輸送に従事した。顧問部の設置後,大 蒙公司 ・日本人歯科医 ・料理屋等
が開設された。大蒙公司は蒙古貿易 ・兵姑工作等の経済工作を担当 した。
そのほか満州国中央銀行多倫出張所 ・満州汽車公司 ・満州電信電話株式会
社 ・満州国郵便局 ・満州 日日新聞があった9)。
1935年末,土 肥原 ・秦徳純協定の履行問題を 口実として,内 蒙工作を一
挙に推進するため,関 東軍参謀部第一課から武 居清太郎参謀が多倫に派遣
一87一
された。多倫での作戦会議の際,武 居参謀 ・浅海機関長 ・松井大尉等は途
中での作戦中止命 令を恐れて,宝 昌 ・沽源は必ず取 ることを確認 した。12
月7日,察 東警備 軍は作戦行動を開始 し,顧問部は大灘で全軍を指揮 し,
宝昌 ・沽源の攻撃を指導 した。9日 早朝,第 二師は宝昌を奇襲 ・無血 占領
して,中 国保安隊を武装解除した。同 日,満州航空のスーパー機が沽源を
威嚇爆撃したが,こ の爆撃の報は教会の無線でただちに外部に伝わ り,中
央で問題 となった。第一師は沽源攻略に難渋し,第二師が砲兵隊 とともに
宝昌から沽源へと増援に向かった。11日,軍司令部 ・顧問部は沽源に転身
したが,騎兵による沽源県城の攻撃に失敗 し,陳参謀長は流れ弾に当た り
戦死 したio)。
当時,中 国側は関東軍の南下を恐れ,華 北で自治政権の樹立に同意 し,
12月11日に翼察政務委員会の人員が発表 された。関東軍 の示威は十分に
目標を達成したが,察 東警備軍の作戦継続は華北談判を破裂 させ る危険が
あ り,関東軍は作戦中止を決定 した。多倫に到着した磯矢伍郎参謀は沽源
攻略の中止命令を下 したが,松井大尉は独断で作戦を続行 した。12日,満
州航空のスーパー機 は沽源を爆撃 し,大砲で突撃路を開いてのち,察 東警
備軍は沽源を攻略 した。13日,武居参謀は沽源で正式に作戦中止を命令し,
察東警備軍の司令部 は多倫に撤収 した11}。
察東事件の際,関 東軍は陸軍中央部の許可なく,独断で独立混成第十一
旅団を満州国から多倫に進駐させた。松井大尉は特務機関補佐官の身分で
作戦を指導して,顧 問部の権限を侵害 したので,特 務機関 と顧問部 との対
立が生 じ,李守信の部下が動揺 した。そ こで,松 井大尉が関東軍司令部で
協議 した結果,下 永顧問は軍政部弘報課長に転任し,以後浅海機関長が顧
問を兼任した12)。
12月18日,翼察政務委員会が成立 して,宋哲元が委員長に就任 した。土
肥原少将は中国側に対 して,土 肥原 ・秦徳純協定の区分線を張家 口以北の
長城線上に延長して,口 北六県に蒙古保安隊を入れるよ う要求 し,秦徳純
との間で交渉が妥結 したので,蒙古保安隊の 口北六県への進駐を命令 した。
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29日,関東軍参謀部第二課主任参謀田中隆吉中佐 が新京か ら多倫に飛来
し,浅海機関長 ・松井大尉 と共に,張 家口に飛び,張 家 口機関長大本四郎
少佐 と察東警備軍の口北六県への進 出計画の細目について協議 した。その
後,察Aq爾省主席張自忠の招待宴で,察 東警備軍の進駐区域 と察吟爾省と
の境界について合意が成立 した。30日,田中参謀は松井大尉に対 して,口
北六県の施政方針を指示 した13)。
12月29日,察東警備軍は宝昌 ・沽源の線を出発 し,31日までに 口北六
県(宝 昌 ・沽源 ・張北 ・商都 ・康保 ・化徳)に 進駐 し,さ らに崇礼 ・尚義
も接収 した。当初,中 国側の行政権まで接収する意図はなかったが,中 国
保安隊 と一緒に政府の役人の多 くが逃げたので,自 動的に行政権も同時に
接収された。関東軍に報告 された接収状況は次の通 りである。第1,商 務
会を利用 し,県組織は多倫県を基準 として簡素化 し,県 長以下は現地住民
を採用する。第2,逃 亡県長以下の財産は逆産 として県に押収 し,税制は
従来通 りとする。第3,通 貨は満州国幣 とし,満 州国 より600万円を送付
し,収入に旧慣による。第4,電 信 ・電話は満州電々の出張所を利用 し,
当面,各 県公署間の連絡を確保 し,引続いて根本的対策をたてる。第5,
郵便は満州国交通部奉天郵政管理局に依頼す る14)。
12月28日,察吟爾盟公署新設のため,5名の新 日系顧問が熱河経由で多
倫に到着した。翌 日,多倫で編成 された新旧 日系顧問か らなる接収要員は,
北行組と南行組に分かれ,各 々赴任地へ と向かった。 日系顧問の配置は,
北行組が,宝 昌(佐 伯弘),沽源(塩沢富),康保(小 野勲),徳化(上田長
造),商都(朝 場秀二),尚義(大坪隆哉)で,南 行組が,張 北(安斎金治・
岡上広吉・簡牛耕三郎),崇礼(福 間武雄)で あ った。当時,察 北の通信設
備は各県から張北に集まる電話線が一本のみであった。張北入城後,日 系
顧問は県長を訪問 し,協力を要請 した。当初,張 北県には武装力がなく,
県城に駐屯する蒙古軍(察 東警備軍を改称)に 依存 したが,治 安は良好で
あったis》。
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注1)稲 葉 正 夫 「内 蒙工 作 」(「日中 戦 争←う」 解 説)。
2)劉 映 元 編 「李 守信 自述 」 内蒙 古 文 史資 料,第 二 〇 輯,1985年,124～125頁。
3)同 上 書,133～135頁。
4)軍 令 部 「支那 特報 第 一 三 号」(「日中戦 争e」,74～75頁)。
5)軍 令 部 「支那 特報 第 一 七 号」(同 上 書,597-598頁)。
6)簡 牛 耕 三 郎 「草原 の夜 が 明 けて 」(ら くだ 会 編 「高 原 千 里」1973年,83頁)。
7)「 李 守 信 自述 」136頁。
8)助 平 辰 雄 「在 蒙 の思 い出 」(「高 原 千里 」,501～502頁)。
9)音 尾 秀 夫 「回 想 善 隣 協会 」(善 隣会 編 「善 隣 協 会 史 」 日本 モ ン ゴル協 会,1981
年,27頁)。
10)11)12)13)「李守 信 自述」144～146頁。 松 井 忠 雄 「内 蒙 三 国 史」原 書 房,1966
年,第 二 部 「察 東 事件 」。
14)中嶋 万蔵 「蒙 彊 回顧 録 」(「高 原 千 里」,57頁)。
15)「草原 の 夜 が 明 け て」(同 上書,84-85頁)。
m蒙 古自治運動
清朝時代,蒙 古人の勢力分断のため,理 藩院の下に盟旗を通 じた中央直
轄統治が実施 され,王 公を盟長 ・旗長に任命 したが,か つて清朝に抵抗 し
た察吟爾部は王公が不在で,平 民の総管が置かれた。清末期,漢 族による
蒙古への入植がすす んだが,遊 牧民族である蒙古人には土地所有の観念が
なく,漢族の入植によって,蒙 古人の土地は侵食 され,し だいに北方へ と
追われていった。
辛亥革命後,中 華民国は少数民族統治機関 として蒙蔵院を設置 したが,
清朝以来の蒙旗行政の特殊性を配慮 して,熱 河 ・繧遠 ・察吟爾に特別区を
施行 した。蒋介石に よる全国統一後,国民政府は1928年9月に内蒙古の三
特別区を廃止 して,省 制を施行し,哲里木盟 ・卓索図盟 ・昭烏達盟を熱河
省に,錫 林郭勒盟 ・察吟爾部(左 翼四旗 ・四牧群)を 察吟爾省に,烏 蘭札
布盟・伊克昭盟土黙特旗・察恰爾部(右 翼四旗)を 繧遠省に編入した。1929
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年2月,国 民政府は蒙蔵院を廃止して蒙蔵委員会を置いた。省制の施行は
蒙古人の大きな反発を招いたので,国 民政府は1931年10月に 「蒙古盟部
旗組織法」を制定して,蒙 古の各盟部旗は現有区域を治域 とす ると定め,
盟旗に省県 と同等の地位を与えた。しかし,統一自治組織をもたないので,
省県の強大な圧力に対抗で きず,他 方,盟 旗の支配者 に関す る明確な規定
を欠き,封 建的王公(盟 長 ・札薩克等)の 地位はそのまま温存された1》。
「蒙古盟部旗組織法」の制定後,省 政府は依然漢族 の入植を奨励 し,条
文による現有区域は守られず,蒙 古人は自力で窮状を打開するほか活路が
な くなった。 ソ連の援助による外蒙古の独立は蒙古人の民族主義を高揚 さ
せた。満州事変の際,東 部内蒙古の一部の蒙古人は関東軍の援助を得て独
立運動に立ち上がった。清朝の後商である満州国執政薄儀に蒙古人は親近
感を抱 き,満 州国は東部内蒙古に4つ の興安省を新設 して,蒙 古人を省長
に任命 した。 こうした状況下で,徳 王を中心 として,西 部内蒙古で蒙古自
治運動が盛んになった。
熱河作戦による赤峰入城直後,松 室大佐は田中久少佐を西烏珠穆沁に派
遣 して,錫 林郭勒盟長索王 と連絡を取 り,4月 に赤峰で錫林郭勒盟八旗代
表を集めて蒙古代表会議を開催 した。会議終了後,代 表一行は新京を訪問
して,博 儀に満州国執政就任祝賀の挨拶をし,関 東軍首脳部 と会見 した2)。
松室大佐は錫林郭勒盟 と察吟爾部の王公・総管を招待して,1933年10月1
日に多倫で蒙古王公会議の開催を計画したが,参加者の到着が遅れたので,
旧暦の10月1日に会議を延期 した。 しかし,王 公(盟 長・札薩克)は 参加
せず,代 表(管 旗章京 ・梅倫等の役人)の 参加に止まった。松室大佐は会
議参加者にジンギスカソの偉業を讃えるとともに,満 州国 との提携を呼び
掛けた。松室大佐は徳王の代表に手紙を託 し,徳王の内蒙 自治運動に賛意
を表明した。当時,徳 王は百霊廟で 自治会議を主催 してお り,多倫の蒙古
王公会議には関心を示 さなかった3)。
1933年7月26日,徳王・雲王(雲瑞旺楚克;烏 蘭札布盟長)は,内 蒙各
旗を召集 して,内 蒙 自治準備会議を開催 し,国民政府に内蒙古の高度 自治
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を要求 した。10月9日,百 霊廟会議(～24日)が正式に開催 され,軍 事・
外交を除いた高度 自治を要求す る電報を国民政府に送るとともに,「自治政
府組織大綱」を採択 した。蒙古側の高度 自治要求に対 して,国 民政府は黄
紹雄(内務部長)・趙　廉(蒙蔵委員会副委員長)の百霊廟派遣を決定 した。
11月10日,黄・趙一行は張家 口・繧遠を経由し,傅作義軍の護衛を伴 って,
百霊廟に到着 した。12日,蒙古側 と国民政府側 との交渉が始まり,省政府
から独立 した 自治政府樹立の可否について議論が紛糾 したが,妥 協案が成
立 した。1934年1月17日,国民政府は 「蒙古 自治弁法」を採択 したが,盟
旗 と省県の権限をめ ぐって蒙古側の不満は大 きかった。2月28日,蒙古側
の批判に譲歩 して,国 民政府は 「蒙古自治弁法原則八項」を採択 した。蒙
古代表は行政院長注精衛 と会見 して,中 央政府の方針を受諾したので,3
月7日,国 民政府は「蒙古地方自治政務委員会暫行組織大綱」「蒙古地方自
治指導長官公署暫行条例」を採択 ・公布 したu。
4月23日,百霊廟で蒙古地方自治政務委員会(蒙政会)の開幕式典が挙
行 され,蒙 古人の統一 自治組織が誕生 した。委員長には雲王が,副 委員長
には索王・沙王(伊 克昭盟長)が,秘 書長には徳王が就任した。式典には,
王公 ・総管のほか,包 悦卿 ・宝道新 ・陶克陶 ・陳紹武 ・関翼郷 ・韓鳳林 ・
雲継賢 ・丁我愚等が参加した。蒙政会成立後,国 民政府は数万元の開設費
しか支給せず,事 務経費や職員手当を支払 うと何 も残 らず,保 安隊の維持
費 も確保できなかった。そのため,蒙 政会は実質的 な活動に着手できず,
徳王 は進退に窮 した5)。
徳王は側近の韓鳳 林 ・陳紹武 と相談して,8月 中旬に陳紹武を盧山に派
遣 し,蒋 介石に経費 ・武器を請求 させた。その際,西 部内蒙古への日本人
の接近問題に対す る蒋介石の指示を請い,その譲歩を迫 る取引材料 とした。
蒋介石は蒙政会への経費・武器の供給を約束 し,日本人の進 出には,「高ぶ
らず,へ つらわず,様 子をみてことを運べ」と指示を与えた。10月,蒋介
石は張家 口経由で繧 遠を視察 し,雲王 ・徳王 と会見 した。11月,陳紹武 ・
補英達頼は百霊廟か ら南京に向かい,経 費 と武器を受領 した6⊃。
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蒙政会成立後,察 恰爾省 ・繧遠省政府 との間で,税 収 ・管轄権の問題を
め ぐって常に問題が発生 した。察恰爾省主席宋哲元は西蘇尼特東北の湧江
に兵力を駐屯 させて,徳王府に常時見張 りの将校 を派遣し,1934年に化徳
(チャプサル)に 設治局(県 政の準備機関)を,翌 年県政府を設置 した。
綬遠省主席傅作義は,巨額な西北阿片通過税 を独占して,蒙政会に与えず,
西公旗札薩克石王の罷免問題では,蒙 政会の意思 に反 して石王を援護 し,
その威信を傷つけた7》。
善隣協会の創設者笹 目恒雄は1932年頃か ら徳王 と交遊関係があ り,百霊
廟会議に参加 した唯一の 日本人である。当時,笹 目は関東軍から要注意人
物 とみなされ,松 室大佐 とも連絡があった8)。1934年1月,陸軍・財界の援
助で善隣協会が設立 され,多 倫支部 ・西蘇尼特班 ・アパカ班が編成 された。
7月,西蘇尼特班が現地に到着 して,医 療 ・教育事業が開始 された。善隣
協会の現地職員には関東軍特務機関の蒙古研究生中嶋万蔵 ・山本信親等が
参加 していた9)。
1934年夏,盛 島は中嶋 と一緒に百霊廟西方の外蒙難民部落で,韓鳳林を
通訳 として徳王 と会見 し,関東軍が2000丁の小銃を供給す る旨を伝 えた。
盛島は新京に帰ってのち,今 後の蒙古工作の対象は徳王以外にない旨を関
東軍に報告 した1°》。9月,韓 鳳林が憲兵第三団によって逮捕・暗殺 され,徳
王は国民政府への不信感を強めた。同年秋,奉 天機関長土肥原少将が西蘇
尼特を訪問 し,徳王から韓鳳林の行方の調査を依頼された。 この接触が機
縁 となって,徳 王はしだいに関東軍へと傾斜 して いった。徳王は自己の武
装力を強化す るため,宝 貴廷を秘かに満州国内の東部内蒙古に派遣 して,
兵馬を整え,察東警備軍の李守信司令官の下で,宝 貴廷を団長 とする一個
団(連 隊)を 編成した11》。
1935年4月末,関 東軍は西蘇尼特特務機関(機関長宍浦少佐)を開設 し,
無線機を設置 して,連 絡を強化 した。当時,宋 哲 元は見張 りの将校を徳王
府に派遣 し,徳王の日本への接近を監視 していたので,西 蘇尼特機関は善
隣協会を隠れ蓑 として,非公式に活動を開始 した。1935年5月,関東軍の
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石本寅三大佐(第二課長)・田中隆吉中佐(第 二課主任参謀)は,西 蘇尼特
で徳王 と会見し,蒙古国建国に協力す る旨を提案した。6月27日,土肥原・
秦徳純協定が成立す るや,湧 江に駐屯す る宋哲元軍が撤退 して,中 国側の
徳王への圧力は弱ま り,西蘇尼特機関 と徳王 との連絡が円滑 となった。7
月,関 東軍はスーパ ー機を徳王専用機 として贈呈 し,満州航空を通 じて燃
料 ・操縦士 ・機関士 を提供 した。9月,板 垣征四郎参謀副長 ・河辺虎四郎
大佐(第 二課長)・田中参謀は西烏珠穆沁王府で徳王・索王 と会見 し,関東
軍の方針を正式に伝達 したiz>。
これ以後,特 務機関の活動は公然とな り,中嶋万蔵 ・中沢達喜・金永昌・
干蘭斎等が蒙政会に出入 りし,中 嶋は百霊廟に包を置いて,蒙 政会の関東
軍への接近を促した。10月,第二回蒙政会委員総会は日本 との提携を強化
する件を討議した。11月末,関 東軍の招待に より,徳王は宍浦機関長 ・中
嶋万蔵 ・デロワ・金永昌・陶克陶とともに新京を訪問して,南 次郎司令官・
西尾壽造参謀長と会見 し,板垣参謀副長は徳王に50万円の工作費を交付 し
た13)。帰途,徳 王は多倫飛行場で浅海機関長・下永顧問の出迎えを受け,李
守信 と初会見した14)。
1936年1月25日,国民政府は百霊廟蒙政会の 日本への急速な接近に対
抗 して,中 央恭順派を集め,烏 蘭札布盟 ・伊克昭盟 ・帰化土黙特旗 ・察恰
爾右翼四旗 ・綬東五県を領域 として,綴 遠省境内蒙古各盟旗地方 自治政務
委員会(`c境蒙政会)の設置を布告 したis)。綬境蒙政会の委員長には沙王(伊
克昭盟盟長)が,副 委員長には巴王(烏 蘭札布盟盟長)・阿王(伊 克昭盟副
盟長)・活王(烏蘭札布盟副盟長)が就任した。国民政府は綴遠省境内蒙古
各盟旗地方自治指導長官公署を設置 し,閻錫山が長官に就任 した16)。
1936年2月21日,百霊廟蒙政会に駐屯する保安隊(隊長雲継賢)は,綬
遠側の扇動により兵変を起 こし,中嶋万蔵の包に銃弾を打ち込んで,繧 遠
へ逃亡した17)。4月8日,国民政府は繧境蒙政会職員の百霊廟蒙政会職員兼
務を禁じるとともに,百 霊廟蒙政会の察恰爾移転を命じた。西部内蒙古の
各盟旗の盟長は両蒙政会の委員であったが,兼 務を禁じられたので,百 霊
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廟蒙政会は錫林郭勒盟・察恰爾盟関係者のみ となった18)。7月27日,国民
政府は百霊廟蒙政会の廃止を命 じ,徳 王の蒙政会 は察恰爾省境内蒙古各盟
旗地方 自治政務委員会(察境蒙政会)となった19)。こうして,百 霊廟蒙政会
は 日満依存の察境蒙政会(蒙 古軍政府)と 中国依存の緩境蒙政会へ と分裂
したのである。
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IV蒙古軍政府
(1)察恰爾盟公署の成立
清朝初期,康 煕帝 は抵抗する察吟爾蒙古を征服 して,部 民を八旗に再編
し,平民出身の総管 を置いて,旗 長の職にあてた。察Aq爾部は盟を構成せ
ず,王 公は不在であった。清末期,察 吟爾部では漢族の入植がすすみ,人
口の過半数は漢族が占めた。1928年9月,国民政府は察吟爾部の一部を繧
遠省に編入して,察 吟爾左翼四旗 ・四牧群(張 北 ・沽源 ・多倫 ・宝昌 ・康
保)は 察吟爾省に,右 翼四旗(豊 鎮 ・陶林 ・平地泉 ・興和 ・涼城)は 繧遠
省に帰属 させた。
察吟爾部総管中の長老卓特 巴札布は蒙政会察恰爾部保安長官であ り,関
東軍は田古里少佐を通 じて,卓 長官工作を推進 した。関東軍は徳王 ・李守
信 ・卓特巴札布の三者を結合して,独 立政権の樹立を構想し,察吟爾部の
改盟 と察恰爾盟公署の設立を急いだ1)。当時,察恰爾部のもう一人の有力者
尼冠洲(明 安牧群総管;国 民党中央委員)は,蒙 政会の対 日接近に批判的
で,1935年10月の第二回蒙政会委員総会の席上,呉 鶴齢(蒙 蔵委員会委
員;蒙 政会駐南京弁 事処長)と ともに,国 民政府の批准を経ないで,察 吟
爾盟公署を新設す ることに反対 した。そのため,関 東軍特務機関は尼冠洲
と呉鶴齢への警戒心 を強めた2}。
察東事件後,多 倫特務機関は連絡所に格下げされ,西 蘇尼特機関長は宍
浦少佐から浅海少佐 に交代 し,新設の張北特務機関の機関長には田中久中
佐が就任 した。察東警備軍のロ北六県進出に同行 した 日系接収要員のほか,
新要員を含む総勢二十数名が 日系顧問 として配属され,察 吟爾盟公署の設
立準備を開始した。 田中久中佐の指揮下に入った察東警備軍顧問部の 日系
顧問 も察吟爾盟公署 に配置転換 された3}。1936年1月初旬,関東軍は蒙古保
安隊指導官 として,除 隊兵 ・他14名(佃 寅佑 ・菊岡貢・柚木茂 ・内山輝男・
戸塚金作 ・原川康男 ・小倉八郎 ・宮木勝弘 ・大伴八良 ・小林政光 ・今野卯
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一郎 ・佐h木 源九郎 ・佐藤寅之助 ・酒井磧二)を ,北京 ・張家口経由で張
北に派遣 した。 こうして盟公署 ・県公署の人員配置が決定した4)。
1936年1月23日,張北で察恰爾盟公署設立大会が開催 され,蒙古側から
は,徳 王 ・李守信 ・卓特巴札布 ・達密林蘇龍(正 黄旗総管)・デロワ・郭王
(東蘇尼特旗旗長)・包悦卿(蒙政会駐北平弁事処長)の ほか,国民党系蒙
古人である呉鶴齢 ・尼冠洲 ・白雲梯(蒙 蔵委員会委員;蒙 政会委員)等 が
参加 し,関東軍側か らは,田 中参謀 ・田中久張北機関長 ・日系顧問 ・金永
昌(蒙 古人通訳)等 が参加した。同日午後,尼 冠州は卓長官工作の障害物
として,関 東軍特務機関によって殺害されたが,呉 鶴齢は徳王の庇護によ
り,暗殺を免れた5)。
察吟爾盟の首脳人事は,盟 長には卓特巴札布が,副 盟長には達密林蘇龍
が,主 任顧問には西崎(後 任,安 斎金治)が,総 務庁顧問には簡牛耕三郎
が就任 した。各県公署は総務科 ・財務科 ・警務科等からなり,名 目上県長
を置いたが,日 系顧問 ・保安隊指導官が政治 ・治安の実権を掌握した。察
吟爾盟の管轄区域は,漢 人地帯が多倫 ・宝源(宝 昌と沽源を合併)・崇榿 ・
張北 ・商都 ・康保 ・尚義 ・徳化の八県,蒙 古人地 帯が正藍旗 ・正白旗 ・席
白旗 ・廟黄旗 ・明安牧群 ・商都牧群 ・左翼牧群 ・右翼牧群であった。察吟
爾盟の人 口構成は漢族40～50万人,蒙古人約3万 人で,盟公署の財政基盤
は漢人地帯にあった6}。
察吟爾盟公署の所在地である張北には保安隊司令部が置かれ,司 令長に
は卓特巴札布盟長が兼任 し,保安隊顧問には田古 里少佐 ・酒井磧二 ・佐藤
寅之助 ・石原忠が,指 導官には菊岡貢 ・伊藤孝一 が就任 した。田古里少佐
は司令部直轄保安隊のほか,各 県に蒙古保安隊一個中隊を組織して,各 々
日系指導官を配置 し,保安隊の訓練を開始 した。察恰爾保安隊の定員は
2000名で,当 時の蒙旗人 口からみて,定 員まで の隊員募集は困難であっ
たη。
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口北六県の接収後,徳 王 ・李守信 ・卓特巴札布の三者の提携が実現 して,
新たな{鬼偶政権設立構想が具体化 した。関東軍参謀部 「対蒙(西 北)施 策
要領」(1936年1月)は,施策の重点を 「内蒙軍政府」の整備に置 き,そ の
政権 としての実質が備わってのち,独 立を宣言する予定であった。軍政府
は特務機関長を最高顧問 として,日 系顧問の指導下に置 くが,そ の実力に
鑑み,民 間機関(満 州国諸機関 ・満鉄 ・善隣協会 ・大蒙公司等)の 協力を
予定 していた。内蒙軍の育成にあたっては,兵 器 ・弾薬はできるだけ関東
軍が無償で交付 し,必 要な財源は軍政府管内(と くに察恰爾盟)の 収入,
満州国軍政部からの支出を充当し,不足分は関東軍が負担す ることにして
いる。
1935年12月,関東軍司令部は新京で蒙古軍政府の 日系顧問団を編成 し
た。翌年1月 中旬,顧 問団は北平 ・張家 口・張北経由で,西 蘇尼特に到着
した。当時の蒙古軍政府(察 吟爾盟公署)の 日系顧問団は,主 席顧問村谷
彦治郎の下で,山 内源作 ・玖村勲 ・宮崎東 ・渡辺忍 ・奥出勇 ・稲次義一 ・
櫛部正輝 ・堀井熊雄 ・小野田長右衛門 ・榊原文史郎 ・沢井哲馬 ・沢田哲三 ・
田川博明 ・渡瀬太郎 ・中川義治 ・山本孝雄 ・有田政一 ・関沢乙吉 ・板谷常
造 ・千田夏冬春 ・佐 田伍三郎 ・鬼木 ・松井 ・菅野 ・青田 ・鳥羽,等 が勤務
していた8)。
察恰爾盟公署 は一地方政権で,他 盟に命令を下 して軍隊 を拡充で きな
かった。そこで,徳 王は1936年2月10日に西蘇尼特王府で蒙古軍総司令
部の設立大会を開催 した。関東軍側からは,西 尾参謀長 ・浅海西蘇尼特機
関長 ・前川坦吉(善 隣協会)・日系顧問等が参列 した。 この時,西 尾参謀長
は 「蒙古軍総司令部」ではなく,「蒙古軍政府」に祝辞を送 った。蒙古軍総
司令部は徳王を総司令,李守信を副総司令 とし,その下に軍務部・政務部・
秘書処を置 き,顧 問部が内面指導に当た った。顧問部の人員は,政 治部主
席顧問が村谷彦治郎,軍 事顧問が山内源作,財 政顧問が稲次義一,文 教顧
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問が堀井徳五郎で,西 蘇尼特機関長が これを区処 した9)。
田中参謀 と繧遠省 との協議の結果,1935年12月以来,繧 遠特務機関(機
関長羽山喜郎少佐)が設置 され,傅 作義に対 して,「防共協定」の締結を名
目として,蒋介石反対,繧遠省の自立,徳王 との合作等の要求を提出した1°)。
1936年3月中旬,関 東軍は関係特務機関長会議を開催 し,蒙古軍政府の指
導方針について協議 した。当時,関 東軍参謀部第二課は緩遠の傅作義工作
をすすめ,そ の協力が得 られない場合,武 力で省外に放逐する方針であっ
た11)。
蒙古軍総司令部の成立以来,徳 王は呉鶴齢を智謀 として,綴遠・察恰爾・
土黙特 ・阿拉善 ・額済納 ・青海等 と連絡を取 り,各地の盟旗代表を結集し
て,4月24日 に西烏珠穆沁で第一回蒙古大会を開催 した。徳王は李守信・
卓特巴札布 ・呉鶴齢 ・田中参謀 ・田中久張北機関長 ・横山順等 とともに会
議に臨んだ。 この会議で蒙古軍総司令部を蒙古軍政府 と改称 し,蒙 古側に
その存在を公開 して,こ れを中央政府 とし,将 来,察 恰爾 ・緩遠 ・阿拉善・
額済納・青海を支配下に置 く構想であった。蒙古大会における審議事項は,
蒙古建国案,軍 政府組織案,経 済統制案,借 款案,満 州国との相互援助協
定案等であった12)。
1936年3月下旬,蒙 古軍総司令部の徳化(旧 名,化 徳)へ の移転準備の
ため,日系顧問の先発隊が西蘇尼特を発った。5月12日,徳 化で蒙古軍政
府の成立式典が開催され,蒙 古側からは,各盟旗代表,旧 「蒙古軍総司令
部」職員が参加 し,関 東軍側からは,参 謀副長今村均少将 ・田中参謀 ・田
中久徳化機関長(張北機関長か ら異動)・村谷顧問等が参列した。蒙古軍政
府の首脳人事は,主 席が雲王,副 主席が沙王 ・索王で,徳 王は総裁に就任
して,軍 政府の実権を掌握 した。軍政府の組織 は,総 裁の下に弁公庁 ・参
議部 ・参謀部を設 け,さ らに軍事署 ・財政署 ・内務署 ・実業署 ・教育署 ・
交通署 ・司法署 ・外交署を設置 した。顧問部の 日系顧問は総数22名で,主
任顧問が村谷彦治郎,軍 事顧問が山内源作,財 政顧問が稲次義一,外 交顧
問が山本信親,教 育顧問が堀井徳五郎であった。政治指導の面では,徳 化
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機関長が軍政府最高顧問として,日 系顧問を指揮 しなが ら,軍政府を内面
指導 した13)。軍政府の徳化への移転 とほぼ同じ頃,百霊廟特務機関(機関長
盛島角房)が 開設されている。
1936年6月,徳王は田中参謀の懲濾により,李 守信 ・卓特巴札布 ・呉鶴
齢 ・金永昌 ・陶克陶等 とともに,満 州国の首都新京を訪問 した。徳王は板
垣参謀長 ・皇帝薄儀 ・国務院総理張景恵 ・外交部大臣張燕卿等 と会見し,
薄儀か ら武徳親王の称号を授けられた。 この時,田 中参謀の斡旋で,満 州
国外務部次長大橋忠一 との間で交渉がまとま り,蒙古軍政府と満州国は相
互援助協定 に調印した。その後,外 交署長陶克陶が翼東に派遣 され,蒙 古
軍政府 と翼東防共自治政府 との間で防共通商協定が締結 された14)。
蒙古軍政府は外観は立派でも,人員・施設が伴わず,小室の入 口に2～3
枚の看板を掲げる程度であった。首都徳化は150～200戸の小部落で,お も
に漢族が居住 していた。軍政府の支配地域は,名 目的には察吟爾盟 ・錫林
郭勒盟 ・烏蘭札布盟 ・伊克昭盟を含むが,実 際の支配地域は察吟爾盟のみ
で,他盟には軍政府 としての行政は及ぽなかった15)。察吟爾部は改盟 され,
盟公署が各県を統括 した。 日系顧問は軍政府 と察恰爾盟 に配置 されただけ
で,他 盟には置かれなかった。他盟での活動 としては,善 隣協会の医療 ・
教育等の文化工作が唯一であった。蒙古軍政府は中央政府 としての体裁を
整えたものの,財 政的には察吟爾盟か らの上納金 に依存 し,蒙古国建設 と
いう壮大な将来構想はあっても,実際にはあま りす ることがなかった16)。
(3)蒙古軍の編成
「対蒙(西 北)施 策要領」(1936年1月)は,内 蒙第一軍・第二軍の二個
軍(計,四 個師 ・二個砲兵隊 ・一個戦車隊)を 編成 ・訓練す る方針を示 し
ている。1936年3月,関係特務機関長会議が開かれ,同 要領に基づいて,
蒙古軍二個軍の編成 を決定 した。満州国軍政部 との協議により,3月下旬
よ り募兵に着手 し,4月上旬より充実をはか り,6月下旬までに二個軍(約
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1万人),四個保安隊(各盟約2000人,総数約8000人)を編成す る予定で
あった17)。
従来,察 東警備軍の武器 ・装備は劣悪で,察 東事件の際には多数の凍傷
患者を出し,将兵の不満が高まった。 口北六県進 出後,田 中久張北機関長
の斡旋により,関東軍司令部は蒙古軍の8000人余の兵員に対 して,張家口
経由で多数の小銃 ・軽機関銃 ・重機関銃 ・野砲 ・迫撃砲を供給 した。 当時,
劉汝明は関東軍 と秘かに結託 しており,張家 口の安全通過 と引 き換えに,
武器の一部が劉汝明軍に横流 しされた。李守信は劉継広の第一師を張北県
城 と周辺地域の防衛に充て,サ 宝山の第二師を商都に置いて,綬 東方面を
警戒 した18)。
1936年5月に徳化で蒙古軍政府が成立す るや,察 東警備軍を中核 とし
て,徳 王の保安隊を吸収 し,さ らに満州国(熱 河の盟旗)で 新規の募兵を
おこない,蒙 古軍が編成 された。徳王は軍政府総裁と蒙古軍総司令を兼任
し,李守信が副総司令に,烏 古廷が参謀長に就任 した。李守信は名 目上は
総司令の地位を徳王に奪われ,内 心不満であったが,漢 族の3師 長,蒙 古
人の3師 長の支持を得て,軍隊に対す る実際上の指揮権を保持 し続けた19)。
蒙古軍は二個軍からな り,第一軍は李守信を軍長 として,第 一師(師 長
劉継広),第二師(師長サ宝山),第三師(師長王振華),第四師(師長宝貴
廷),および直属砲兵隊(隊長丁其昌)を指揮 し,第 二軍は徳王を軍長 とし
て,第 五師(師 長依恒額),第六師(師 長宝音烏勒吉),第七師(師 長穆克
登宝),第八師(師長包悦卿),警衛師(師長雄諾敦都布),砲兵団(団長王
雲五),および憲兵隊(隊長劉健華)を指揮 した。警衛師はのち第九師(師
長包海明)に 改編された。また,蒙 古軍の中下級士官を養成す るため,西
蘇尼特に蒙古軍官学校が設立 された2°)。蒙古軍二個軍の編成が終了するや,
8月に板垣参謀長が徳化に飛来 し,1万余の騎兵 と千余の砲兵(大砲50門)
の閲兵をおこなった21)。
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(4)財政 ・経済政 策
① 蒙古軍政府の財政難
中国の西北地方は阿片産地で,毎 年甘粛省河西回廊か ら繧遠(百 霊廟)
経由で大量の阿片が華北方面へ と運ばれ,繧 遠省主席傅作義はそ こから多
額の阿片通過税を入手 していた。蒙政会成立後,徳 王は阿片通過税の一部
を要求 したが,傅作義はこれを拒否した。1935年夏頃,両者の間で紛争が
発生 し,傅 作義軍 と蒙政会保安隊が睨みあったが,翌 年2月 の保安隊(雲
継賢)の 反乱によって,徳 王は屈服を余儀なくされた22}。1935年冬,錫 林
郭勒盟は厳 しい雪害により半数以上の家畜が凍死 し,徳王府の所在地西蘇
尼特 も大 きな被害を受けた。
徳化移転後,蒙 古軍編成により蒙古軍政府の軍事支出が増大 したが,軍
政府には独 自の税収がなく,必要経費は察吟爾盟公署の収入に依存 した。
1936年度の察恰爾盟公署の財政支出予算は,察恰爾盟が200万円,蒙古軍
政府が120万円,計320万円であったが,財 源の裏付けがなく,軍政府は
維持が困難 となった23)。参謀本部作戦課長石原莞爾大佐の反対により,内蒙
工作は陸軍中央部の承認を得られず,また軍政府は謀略による偲偶政権で,
正規の予算要求ができないので,関 東軍参謀長が 自由に決裁できる機密費
の一部を支出し,不 足分は田中参謀の画策により,翼東密貿易収入を流用
した24)。
② 大蒙公司
1935年8月,関東軍は大倉組に出資を要請し,大蒙公司(資本金60万円)
を設立 した。11月27日,田中参謀は「二十六日ノ会議 ニテ察吟爾工作・・此
際大蒙公司 ト結合シテ行 フ事二決定シタ」 と通告 した。 この頃,徳 王 と一
緒に新京滞在中の宍浦少佐は大蒙公司に対 し,軍 の補助機関 として,損 失
を顧みず奉仕するよう要求し,内蒙古の利権 と引 き換 えに,察 吟爾の交通
機関の掌握,自動車修理工場の建設,徳王への借款供与を要求した25)。翌年
一102一
蒙古軍政府の研究
4月の第一回蒙古会議は国外借款を決議したが,軍 政府管内には有力な担
保がなかった。大蒙公司の親会社大倉組には借款 に応 じる資金的余裕がな
く,関東軍の要求に十分応えられなかった。張北機関長 田中久中佐は,「大
蒙公司の営業方針は万事消極的に失 し,利害の打算のみに傾 き,到底軍及
察恰爾政府の要望を充す能はざるに依 り,之 を解消 して,他 に適切なる機
関を設立するの要ある」 と批判 した26)。
大蒙公司は蒙古軍政府(察 恰爾盟公署)の 財政基盤を確立するため,察
恰爾の主要産業の統制(阿 片 ・蒙塩 ・亜麻仁)と 税収事務の代行を委託さ
れるとともに,関 東軍の察恰爾工作 ・綬遠工作の進展に伴 って,軍 政府の
兵姑業務を担当し,張北 自動車修理工場 ・張北軍 用製粉工場の開設,泰 平
組合を通 じた兵器供給,軍 用物資の調達 ・輸送等の業務を実施 した。
1935年末,田 中参謀は大蒙公司に対して,察 恰爾省の経済工作はすべて
大蒙公司に任せ,阿 片買収を独立経営するよ う要求したが,こ の約束にも
かかわ らず,途 中で田中久中佐の妨害を受け,1936年度の阿片買収は満州
国専売局の代行機関大満号が引き受けた。1936年4月末,大蒙公司は関東
軍から塩務統制実施の指示を受けたが,6月 に大蒙公司に好意的な浅海張
北機関長が天然痘で入院 したので,塩 務統制は田中久徳化機関長の指揮下
に入った。田中久中佐は大蒙公司を白眼視 し,塩 務統制 は頓挫 した。8月
末,田 中久中佐が徳化機関長を更迭 され,田 中参謀が兼任す るや,塩 務統
制は急進展 し,10月18日に大蒙公司は察吟爾盟公署に 「蒙塩専売実施要
領」を提出 した。亜麻仁は察恰爾の特産で,大 蒙公司は8月 末に 「胡麻専
売に関す る件」を関東軍に提出し,盟収入に寄与す る旨を上 申して,そ の
許可を受 け,10月24日に「胡麻専売弁法大綱」を盟公署に提 出した。こう
して塩務統制 ・亜麻仁統制が発足した27)。
1936年度の大満号の阿片買収成績は不首尾で,大 蒙公司による塩務統
制 ・亜麻仁統制 も,時期を失して不成績であ った。阿片 ・蒙塩 ・亜麻仁の
専売事業は,蒙 古軍政府(察 吟爾盟公署)の 財政収入の根幹 として期待 さ
れたが,いずれも失敗に終わ ったため,軍政府財政は完全に行 き詰 まった。
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そ こで,徳 王 と田中参謀は,穀 倉地帯である察恰爾右翼四旗を奪還 し,さ
らに西北阿片通過税を入手 しようという野望を抱いて,綬 遠進出計画を立
案 したのである28)。
注
1)『 内 蒙三 国志 』48～49頁。
2)恰 斯 瓦 斉爾 「尼 冠 洲 之 死」(内 蒙 古文 史 資 料,第 六 輯,1979年,240頁)。
3)川 口典夫 「思 えぽ懐 か し察 恰 爾 の十 年 」(「思 出 の内 蒙 古』129～130頁)。
4)小 倉 八 郎 「若 き 日の 内蒙 古 の 思 い 出」(同 上 書,471頁)。
5)「 李 守信 自述 』151～154頁。
6)「 草 原 の夜 が 明 け て 」(前掲 書,87頁)。
7)大 伴 八 良 「蒙 古 の 思 い 出」(「高原 千 里 』542～544頁)。
8)小 野 田長 右 衛 門 「今 は遙 か な る内蒙 生 活,思 い 出の あ れ これ 」(『思 出 の 内蒙 古 」
433頁)。
9)陶 布 新編 「徳 穆 楚 克 棟 魯普 自述 」内蒙 古 文 史資 料,第 一三 輯,1984年,22～24
頁 。
10)曽又馨 「日窟 在 綴遠 強 設特 務 機 関的 経 過 」(文史 資料 選 輯,第 六 三輯,71～72頁)。
11)関東 軍参 謀 部 「関特 報(蒙)第6号 」(「日中戦 争 ←う」554頁)。
12)同上 書(551～552頁)。
13)『徳 穆 楚 克 棟 魯 普 自述」31頁 。
14)同上 書,35～36頁。
15)駐満 海軍 部 「察 吟 爾 方面 視 察 報 告」(「日中戦 争(一)』559～560頁)。
16)「内 蒙 回顧 録 」(前掲 書,61頁)。
17)「関 特報(蒙)第6号 」(前掲 書,553--554頁)。
18)『李 守信 自述 』147頁。
19)同上 書,202～203,211頁。
20)「徳 穆楚 克 棟 魯 普 自述』32頁。
21)「李 守 信 自述 」211頁。
22)任乗 鉤 「徳 穆 楚 克 棟 魯普 與 傅 作 義争 奪鴉 片過 境 税 」(内蒙 古 文 史資 料,第 五 輯,
1979年,19-21頁)。
23)「関 特報(蒙)第6号 」(前掲 書,553頁)。
24)今村 均 「私 記 ・一 軍 人六 十 年 の 哀歓 」芙 蓉 書 房 。1970年,245～246頁。
25)「1935年11月29日附 池 田 龍 雄 よ り川 口市 之 助 宛 報 告」(『大 蒙 公 司 関 係 書
類 』)。
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26)「1936年2月27日附 川 口市之 助 よ り河 野 久太 郎 宛 報 告 」(同上 書)。
27)川口市之 助 「阿 片 専 売 ノ経 緯」 「蒙 塩一 手 取 扱 二関 スル 件 」 「胡 麻 専売 二関 スル
件 」(同 上書)。
28)「内 蒙 三 国志 』172頁。
V緩 遠省への進 出
(1)緩遠事件
繧遠事件当時の関東軍幕僚は,参謀長板垣征四郎中将,参 謀副長今村均
少将,第 一課長坂西一良大佐,作 戦主任参謀綾部橘樹中佐,第 二課長武藤
章大佐,第 二課主任参謀田中隆吉中佐であった。繧遠工作は第二課の謀略
工作で,少数の特務機関員が隠密裡に工作を推進 した。1936年5月,関東
軍幕僚会議で田中参謀は繧遠進出計画を含む 「西北施策要領」を提出して,
その承認を得た1)。1936年8月中旬,徳化で蒙古軍を閲兵 した板垣参謀長・
武藤第二課長 ・田中参謀 ・田中久徳化機関長 ・松井大尉等は,繧 遠進出の
作戦会議を開いた。田中久徳化機関長はこの謀略計画に反対 して更迭され,
田中参謀が徳化機関長を兼任 した2)。
当時,関 東軍は欧亜連絡航空路計画(中 央アジ ア経由で 日独間を空路連
絡す る計画)を 推進 して,安 西(の ち,阿 拉善 ・額済納 に変更)に 中間補
給基地を建設す る予定で,阿 拉善 ・額済納に特務機関を進出させた。徳化
作戦会議ののち,欧亜連絡航空路の進捗状況を視察するため,板垣参謀長・
武藤第二課長 ・田中参謀は満州航空機で阿拉善 ・額済納を視察 し,帰途繧
遠で傅作義 と会見 したが,物 別れに終った3》。
特務機関の指揮体制は,田 中参謀が徳化機関長 ・軍司令官代理 となり,
兵姑通信は張北機関長桑原荒一郎少佐が,作 戦情報は補佐官松井忠雄大尉
が,作 戦指導は小浜氏善大佐(退 役軍人)が,管 理部は川崎祐久大尉が担
当した。軍政府関係 ・日系協力部隊の経費は関東軍機密費か ら支出され,
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謀略部隊の経費は板垣参謀長 と田中参謀が翼東密貿易収入の一部を流用 し
た。武器 ・弾薬 は旧東北軍から接収した ものを流用 し,張家 口経由で連 日
送 り込まれた4)。
蒙古軍第一軍 は漢族主体の騎兵部隊,第 二軍は徴兵 されたばか りの蒙古
人主体の未教育部隊で,漢 人部隊ががやや戦闘力を有 したが,蒙 古人部隊
の多 くは訓練 に欠 け,戦 闘力がなかった。謀略部隊の王道一部隊(兵 力
3000～4000名)は,6月頃商都に到着 した。謀略部隊の主力第三軍(王 英
軍)の 直轄部隊は騎兵6300名・山砲隊(3門)200名で,中 国側のスパイ
が多数潜入 していた。特務機関は謀略部隊の監視のため,李 守信を通 じて
スパイを植え込み,胡 宝山部隊が謀略部隊を監視 した5》。
日系協力部隊 として,満州航空の臨時独立飛行隊,関東軍の暗号解読班・
自動車修理班が到着 し,内蒙にある満州電々の通信施設,満鉄の自動車150
両が徴用 され,大 蒙公司の張北 自動車修理工場が車両の整備をおこなっ
た6)。商都県は蒙古軍 の出撃基地となり,飛行場の整備,軍 需物資の輸送・
集積のため,60～70名の日本人が集ま り,県公署の 日系顧問は業務に忙殺
された7)。
1936年7月末,田 中参謀は素行不良な王道一部隊を処分するため出動を
命 じ,8月 初旬同部隊は綴東地区への侵入を開始した。 この時,傅 作義は
防御陣地を強化 して,趙 承綬騎兵部隊を前線へ派遣 し,王道一部隊を撃退
した。その後,繧 遠側は二万五千余の兵力を繧東地区に集中 した。当時,
蒙政会 と西公旗 との紛争が激化し,8月13日早朝に梅力更廟 は中国軍約一
千名に攻撃 され,徳 王が支援 していた大痢嚇が殺害された。梅力更廟事件
後,中 国軍は百霊廟 包囲の陣形を取った8)。
10月1日,「繧遠工作実施要領」を携えて徳化に飛来 した田中参謀は,徳
王 と軍事会議を重ね,出 帥の名 目を傅作義の打倒 とした。11月初旬,蒙古
軍 ・謀略部隊は繧東 進出準備を開始した。5日,徳 王は傅作義宛電報を通
電 し,阿 片通過税問題,梅 力更廟事件,百 霊廟蒙政会保安隊の反乱,繧 境
蒙政会による百霊廟 蒙政会への圧迫,綴 遠側の軍事圧力の強化等を非難し
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た。8日,傅 作義は徳王に返電を送 り,逆に百霊廟蒙政会 と外国人 との結
託,察 北での{鬼偲政権樹立を餐めた。14日,王英は 「大漢義軍宣言」を発
表 し,国民政府の打倒を呼び掛けた9)。15日,王英軍は臨時独立飛行隊の航
空支援を得て,紅 格爾図を攻撃 した。 しかし,王 道一部隊の繧東侵入後,
綴遠側は紅格爾図の防備を堅め,軍 隊の士気も高かったのに反 し,謀 略部
隊には戦意がなく,王英軍は紅格爾図の攻撃に失敗 したt°⊃。
綴遠事件が発生するや,各地で援繧運動が巻き起 こった。11月18日,国
民党中央党部宣伝部は 「国民貢献一 日所得運動推進弁法」を公布 して,綬
遠救援の義掲運動を呼び掛けた。28日,陳誠は繧遠で主要軍幹部を召集し
て,秘 密軍事会議を開き,抗 戦の方針を協議 した。蒋介石は宋哲元 に抗戦
参加を命令 したが,宋 哲元 ・張自忠 ・漏治安 ・劉汝明等の華北将領 は察吟
爾省北部への進撃を拒否 した。蒋介石は洛陽で武力対決の姿勢を示 し,中
央軍を北上 させた11)。
11月23日,繧遠軍の百霊廟突入により蒙古軍第七師は敗走 し,百霊廟が
占領 された。29日,田中参謀は百霊廟奪還を命令 したが,蒋 介石は これに
対抗 して,百霊廟の確保を命令 した。12月2日,王英軍は錫拉穆林廟に集
結 して,百 霊廟の奪還作戦を実施 したが,攻 撃は失敗に終わ り,錫拉穆林
廟に退却 した。8日 深夜,錫 拉穆林廟で謀略部隊の兵変が起 こり,小浜氏
善大佐・特務機関員等29名の 日本人が殺害 され,翌 日廟は中国軍 の手に落
ちたiz>。
当時,関 東軍司令部は現地の実状を知 らず,田 中参謀は自分に都合のよ
い情報のみを流 していた。11月13日,板垣参謀長の陸軍中央部宛電報は,
関東軍の意思 として,軍 政府に対する好意ある指導を表明 した。21日,日
本の外務省は,「今次綴東方面に於ける内蒙軍 と繧遠軍 との衝突は内蒙古側
と綬遠側との紛争に して,帝 国の関する処に非ず」と声明した。27日,武
藤第二課長は,事 件の影響が満州国に及び,中 国全土が赤化の危殆に頻す
れば,「関東軍ハ適当 ト認ムル処置 ヲ講スルノ巳 ムナキニ至ルテアロウ」と,
中国側を桐喝 した13)。11月下旬,石 原戦争指導課長は新京で関東軍に内蒙
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工作の中止を命令 したが,幕 僚達に無視 された。 これは梅津参謀次長の怒
りを招 き,12月初 旬に今村参謀副長が上京 し,内蒙工作に必要 な軍費支援
を要望 した際,逆 に今村の軽率な行動を批判 した14)。
12月12日,西安事件が発生 し,蒋介石が逮捕 された。17日,この機会
を利用 して,徳 王は国民政府に停戦通電 したが,翌 日何応欽は 「蒙繧の戦
事は局部的問題」と返電 した。22日,徳王 は内蒙防共宣言を発表 し,軍 事
行動を停止する旨を表明した。25日,蒋介石が釈放 された。28日,関東軍
は 「国府容共に与せぽ,断 固自衛の措置に出づ」 と声明し,危殆に瀕 した
軍政府の士気の崩壊 を防いだ。1937年1月初旬,田中参謀は神経衰弱のた
め,新 京に召還され,武 藤第二課長が徳化で事後処置にあたった15》。
当時,陸 軍中央部 は状況を十分掌握 していなかった。軍務課 「内蒙時局
対策案(中 間案)」(1936年12月13日)は,軍事行動の停止を関東軍に指
示しているが,「内蒙軍の百霊廟回復は敢て干渉せず」と述べている。西安
事件後,関 東軍は中央の指示 と綬遠事件の失敗から,凡蒙古運動の旗幟を
緩和す る収拾方針を採用 した。その後,陸 軍中央部は日中関係打開を模索
して,華 北分離工作 の放棄を決定 し,翼東特殊貿易の廃止,内 蒙は自治強
化に専念 とい う新方針を採用 したが,時すでに遅 く,1937年7月7日の盧
溝橋事件を迎えるのであるis>。
(2)察恰爾作戦
1937年7月7日,盧溝橋事件が発生するや,た ちまち戦火が拡大 し,同
月末 までに 日本軍は北京 ・天津一帯を占領 した。他方,察 恰爾方面の 日本
軍は手薄で,傅 作義 は綬遠から察恰爾方面へ部隊をすすめ,劉 汝明は張家
口から部隊 を進駐 させ,軍事情勢が緊迫 した1η。8月14日,門 柄岳の騎兵
第七師(中 央軍)と 薫其武の歩兵部隊は,蒙 古軍第二師が守る商都を攻略
した。李守信の全部 隊と第五師 ・第六師は張北周辺に集結 し,桑原張北機
関長の下で県城を防衛 した18)。
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李守信が蒙古軍主力を張北に集中 した間隙を突いて,石 玉山軍が徳化に
進出した。徳化付近の蒙古軍守備兵力は弱体で,徳 化機関長河崎思郎中佐
は軍政府要人 と協議 して,16日に徳化撤退を決意 した。徳王は西蘇尼特方
面へ 自動車で脱出 し,河崎機関長は徳化の守備を第八師・第九師に命 じて,
徳王機で多倫へ後退 した。呉鶴齢 ・陶克陶等の軍政府要人 ・村谷彦治郎等
の日系顧問は トラックで徳化を出発 し,17日に多倫に到着 した。商都 ・徳
化は失陥 したが,李 守信が指揮す る蒙古軍主力は康保 ・尚義 ・張北の線を
確保 し,烏 古廷が指揮する第八師 ・第九師は康保 ・宝昌を確保 した19)。
劉汝明軍 ・孫長勝軍は張北包囲の姿勢を示 したが,あ まり戦意はみ られ
なかった。関東軍は張北防衛のため,急 遽8月8日 から堤支隊を空路張北
に進出させ,蒙 古軍 ・蒙古保安隊 とともに,本 多兵団の進出を援護 した。
17日,関東軍戦闘司令所 と本多兵団が多倫に進駐 した。戦闘司令所長東条
英機参謀長は河崎機関長から状況の報告を受けた が,徳 化撤退の不手際 と
徳王 との別行動に不満を表明した。同行 した田中参謀は河崎機関長を面罵
した。東条参謀長は作戦第一で,軍 政府のことは念頭になく,田中参謀に
蒙古軍の指導を命 じた2°)。
8月18日,松井大尉は戦闘司令所の先遣要員 としてスーパー機で張北に
先行 した。同 日夜,門 柄岳軍は張北飛行場を夜襲 したが,堤 支隊は飛行場
を死守 し,桑原機関長は蒙古軍・蒙古保安隊を指揮 して,県 城を防衛 した。
19日,東条参謀長は張北に到着 し,本多兵団と野砲兵第四連隊を掌握 して,
長城線の攻撃を準備した。張北の戦闘司令所で,東 条参謀長を前にして,
新占領地の統治方法について議論が交わされ,田 中参謀は徳王を推薦 した
が,松 井大尉は李守信に漢人地帯の軍政を任せ るよう主張した21)。
蒙古軍 ・蒙古保安隊は関東軍察恰爾派遣兵団の張家 口進出に協力 した。
8月20日,本多兵団は張家口作戦を開始 し,蒙古軍は日本軍に協力 して作
戦に参加 した。22日,張北保安隊司令部の直轄部隊に出動が命じられ,本
田兵団の側面援護に従事 し,万全県一帯を掃討 した。25日,本田兵団は優
勢な中国軍を前に して苦戦に陥ったが,蒙 古保安隊の援護により中国軍を
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撃退した。27日,本多兵団は張家 口に入城し,蒙古保安隊は市内警備を担
当した。9月 に入 るや,中 国軍は商都を放棄し,繧 東方面へ撤退 した22)。
東条参謀長は張家 口を第五師団に任せて,北 帰するつも りであった。当
時,張 家口の処置は未定で,本 多兵団に同行した桑原張北機関長が一時治
安維持会を指導 した。 しか し,第五師団は平綬線に出ず,平 型関あるいは
保定へ進出す ることが判 り,本格的に占領地統治の検討が開始 された。田
中参謀は軍政府による統治を主張したが,幕僚会議で採択 されなかった23)。
9月4日,張 家 口で杜運宇 ・干品卿を最高委員 として察南 自治政府が成
立 し,張家 口機関長吉岡安直大佐(後任,松 井太久郎大佐),最高顧問金井
章次が指導 した24)。陸軍中央部は関東軍が速やかに満州に帰還 し,対ソ作戦
準備に専念することを希望 したが,関 東軍はできるだけ広い蒙彊地域の占
領を意図 し,第五師団 と連携 して,察 吟爾派遣兵団を山西省北部へ進撃 さ
せ,9月13日に大 同を,24日に平地泉を占領 した。10月15日,大同で夏
恭を最高委員 として晋北 自治政府が成立 し,大同機関長羽山喜郎中佐,最
高顧問前島昇が指導 した25)。
(3)蒙彊政権の成立
7月30日,関東軍参謀原田貞憲少佐は内蒙の作戦指導に関する軍の意見
書を陸軍中央部に提 出し,華北方面の作戦に連携 して,内 蒙軍は商都 ・張
北の線を確保 し,さ らに平地泉 ・大同方面に進出することを提案 した。当
時,戦争不拡大方針 を採用 していた参謀本部は東条参謀長に対 して,商都・
張北の線を確保 し,陸 軍部隊は多倫付近に配置するに止める旨の指示をお
こなった26}。
関東軍は8月9日 に陸軍中央部から察吟爾作戦実施命令を受けてのち,
13日に 「察恰爾方面政治工作緊急処理要綱」を,16日に同 「具体措置案」
を定め,張 家 口に察北(蒙古軍政府)・察南自治政府を統括す る察吟爾政権
を樹立 し,関東軍隷下の大特務機関を通 じて指導する計画を立案 した。 し
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かし,20日に陸軍中央部は,関東軍の内蒙工作の範囲は外長城線以北の察
恰爾 ・錫林郭勒両盟に限ると訓令 した27》。東条参謀長は大同攻略を機 とし
て,9月22日に作戦指導を笠原参謀副長に託 して,関東軍司令部に復帰し
た。10月1日,関 東軍は 「蒙彊方面政治工作指導要綱」を策定して,蒙古
軍政府による緩遠接収 と自治政府への改組,晋 北 自治政府の樹立 とい う方
針を定め,張 家口に察南 ・晋北 ・蒙古三 自治政府 の関係事項を統括する蒙
彊連合委員会を設置する方針を決定 した28)。
日本軍の平緩線進 出に伴って,蒙古軍は9月16日 に徳化を,17日に商都
を奪還 し,さらに西方へ進撃を続けて,23日に紅格爾図を,26日に陶林を,
30日に百霊廟を占領 したが,武 川 ・旗下営子で中国軍の強い抵抗に遭遇 し
た。10月12日,関東軍察恰爾派遣兵団は繧遠攻略 を決定 し,蒙古軍 と協力
して,14日に綬遠を,17日に包頭を占領した29)。繧遠占領を前にして,李
守信は蒙古軍に進撃停止を命令し,酒井兵団に先陣の功 を譲 った3°)。
蒙古軍 と同行 した軍政府接収班は,占領地 の拡大 とともに,繧 遠側の各
機関を接収 した。繧遠に飛来 した徳王は,呉 鶴齢 ・陶克陶等の軍政府要人
と協議 し,繧遠機関長桑原中佐,軍 政府顧問村谷彦治郎に対 して,蒙 古の
独立 と建国問題について要望を提出した。関東軍は完全な独立政権の樹立
に賛成せず,結 局,呉 鶴齢のアイデアで,「蒙古連盟 自治政府」を樹立する
ことで妥協が成立 した。10月27・28日,綬遠で第二回蒙古大会が開催 され,
蒙古側か らは,軍 政府 ・蒙古軍関係者,各 盟旗代表 が,関 東軍側からは,
東条参謀長 ・桑原中佐 ・村谷顧問等が参列 した。 この大会で軍政府の蒙古
連盟自治政府への改組が決議され,主 席に雲王,副 主席に徳王が推挙され
た。12月1日,「蒙古連盟自治政府暫行組織法」が公布 され,蒙 古軍総司令
には李守信が,軍 事最高顧問には高場損蔵大佐が,政 務最高顧問(次 席か
ら昇格)に は宇山兵士が就任 した31)。
11月22日,張家 口に蒙彊三政権の代表が集ま り,金井章次を最高顧問 と
して,蒙 彊連合委員会が組織 された。蒙彊政権の範囲をめ ぐり,関東軍 と
陸軍中央部の見解は対立 していたが,関 東軍は蒙古連盟 自治政府のみでは
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自立が困難であると判断し,蒙彊三政権の一体化をはか った。陸軍中央部
は察南 ・晋北 自治政府を北支那方面軍の管轄下に置 く意向で,1938年1月
に駐蒙兵団(7月 に駐蒙軍に再編)を 置いたが,関 東軍はこの駐蒙兵団を
自らの影響下に置いて,従来の構想をあくまで推進 した32}。こうして,関東
軍の内蒙古独立工作は一応の完成をみたのである。
陸軍中央部 と駐蒙兵団(駐 蒙軍)と の間で,初 期蒙彊政権 に対す る思惑
に隔た りがあったが,日 本軍支配地域に樹立 した中国の{鬼偏政権 との関係
上,蒙 彊の完全な独立は承認できず,結 局,自 治政府の容認に止まった。
他方,蒙 彊は漢族 ・蒙古族 ・回族 ・満州族等の多民族居住地域で,人 口構
成では,漢族が圧例的多数を占め,蒙古族 はご く少数なので,駐蒙兵団(駐
蒙軍)に とっても,徳 王の蒙古民族至上主義が突出することは,他 の異民
族を統治する上で不都合であった。徳王は結果的には偲偶 として利用 され
たが,他 の塊偶政権 の協力者とは異な り,その主観においては,日 本の軍
事力を利用 して,国 民政府の圧迫をはねのけ,蒙 古独立の悲願を達成する
手段 として,{鬼偶政権の指導者に就任 したのである。1939年9月1日,蒙
彊三政権を統合して,蒙 古連合自治政府が誕生 したが,日 本軍部は最後ま
で蒙古独立の要求を認めず,徳 王の期待を裏切 った。中国 ・ソ連 ・日本 と
い う強大な国々に取 り囲まれ,他 国の力を利用するほか独立への活路を見
いだせなかった少数民族指導者の挫折 と悲哀が,そ こには存在 していたの
である。
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む す び
関東軍の内蒙工作の発端は1933年春の熱河作戦で,当初の意図は満州国
の隣接国境地帯の安定化にあ り,多倫に進出した李守信軍を利用して,中
国政府の支配権が及ぽない察東特別自治区を創設 した。関東軍は満州国内
の治安の確立につれて,1935年初頭か ら西部内蒙古での{鬼偶政権樹立構想
を急速に具体化 させ,土 肥原 ・秦徳純協定の保安隊条項を口実として,同
年末に察東事件を発動 し,李守信軍を察吟爾省北部に進駐 させた。
関東軍は徳王 ・李守信 ・卓特巴札布の三者を結合 して,塊 偶政権の樹立
をはかった。1936年1月,察吟爾部を改盟 して察恰爾盟公署が成立 した。
2月,蒙古軍総司令部が樹立され,4月 の第一回蒙古大会で蒙古軍政府へ
の改組が正式に決定 した。5月 の徳化移転後,蒙 古軍政府は中央政府 とし
ての体裁を整え,徳 王は察吟爾 ・緩遠 ・阿拉善 ・額済納 ・青海を含む地域
を支配下に置 く壮大 な蒙古建国を夢みたが,行 政機構が整備 されたのは察
吟爾盟のみで,他 盟には施政権が及ばなかった。
軍政府は独 自の財源をもたず,財 政面では察吟爾盟公署に寄食する状態
で,実 際には何 もす ることがなかった。蒙古軍二個軍の編成は多額の軍事
支出を必要 としたが,当 時,陸 軍中央部は関東軍の内蒙工作に批判的で,
正規の予算要求がで きなかったので,必 要経費は参謀長が自由に決裁でき
る関東軍機密費の一一部を支出し,不 足分は翼東密貿易収入を流用 した。
軍政府(察 吟爾盟公署)は,阿 片 ・蒙塩 ・亜麻仁の専売収入に期待をか
けたが,1936年度の事業成績は劣悪であ り,予定した税収を挙げえなかっ
た。そこで,徳 王と田中参謀は豊かな穀倉地帯である綬遠省の察恰爾右翼
四旗 と巨額な西北阿片通過税に 目を付け,綬 遠進出計画を立案 した。1936
年11月に繧遠事件が発生した際,雑軍を寄せ集めた漢族の謀略部隊は武力
としては何の役にも立たず,百霊廟が陥落 して,結局み じめな敗北に終わっ
たが,西 安事件の発 生により,徳王 と田中参謀は窮地を免れた。その後,
軍政府は察吟爾省北 部に逼塞 し,関東軍の内蒙古独立構想は挫折を余儀な
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くされた。
1937年7月7日に盧溝橋事件が勃発す るや,戦 火はたちまち拡大し,同
月末までに日本軍は短期間に北京 ・天津一帯を占領 したが,察 恰爾方面の
関東軍の兵力は手薄であった。 この間隙を縫って,中 国軍は繧遠 ・張家口
方面か ら軍政府支配地域に侵入した。関東軍はこの機 に乗 じて,懸 案の内
蒙施策を一挙に実現しよ うとはか り,急遽察吟爾派遣兵団を編成して,察
吟爾作戦を発動 した。察恰爾派遣兵団は蒙古軍の協力を得て,10月中旬ま
でに張家口か ら大同 ・綬遠 ・包頭にいたる蒙彊地 域を軍事占領し,9月4
日に察南自治政府が,10月15日に晋北 自治政府 が樹立された。
察吟爾作戦の発動にあたって,関 東軍 は察北 ・察南を包摂 した察恰爾政
権の樹立を構想したが,陸 軍中央部の承認を得 られなかった。 しかし,新
占領地拡大の速度は当事者の予想を上回 り,大 同占領ののち,関東軍は察
恰爾省南部,山 西省北部,お よび外長城線以北の蒙古地帯を含む蒙彊政権
の樹立を志向した。徳王は蒙古建国の野望に燃えたが,関 東軍は完全な独
立国 としての資格をもたない自治政府の樹立を許可 した。10月27・28日,
綬遠で第二回蒙古大会が開かれ,こ こで蒙古軍政府の蒙古連盟 自治政府へ
の改組が決議された。陸軍中央部は察南 ・晋北両 自治政府を華北新政権に
合流 させ る意向であったが,関東軍は蒙彊三政権を一体 として支配する構
想を推進 し,蒙彊連合委員会 ・駐蒙兵団を自らの影響下に置いて,あ くま
で も蒙彊政権の樹立を 目指 した。1939年9月,蒙彊三政権を統合して,蒙
古連合 自治政府が誕生 したが,日 本軍部は最後 まで徳王の蒙古独立の要求
を認めなかった。
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AStudyontheMongolianArmyGovernment
HisaoMORI
ThethesisofthisarticleistosketchageneralpictureoftheMongolian
ArmyGovernment,ie.,thepredecessoroftheMongolianFrontierGovern-
ment,1933-1937.Thisisapreliminarystepforfurtherdetailedstudieson
theInnerMongolianpolicyoftheJapaneseGuandongArmyandthe
MongolianFrontierGovernmentinthefuture.
InthepastmanystudiesonlyrefertotheMongolianArmyGovernment
asanaccompanyingaspecttoreviewthepoliciesoftheJapaneseGuandong
ArmytoseparatetheNorthChinaandtobuildaself-supportinggovern-
mentintheInnerMongolia.Thisarticleminimizestheexplanationson
Sino-Japanasepoliticalrelationsandputsemphasisontheestablishing
prosecessofapuppetgovernmentbytheJapaneseGuandongArmy.
BecausefundamentalsourcematerialsofthemongolianFrontierGov-
ernmentarewritteninJapaneseandinChinese,bothlanguagesareneeded
forthisstudy.Butthereisaseriousrestrictiononthequalityof廿1e
materialsoftheMongolianArmyGovernmentwhichlackreliablefirst
matarialsandaremainlycomposedofrecollectionsbythepersonscon-
cerned.Especiallyexplanationsofmanymatarialsdifferinpersonsnames,
placenamesandthedate.Thisarticleendeavourstogivemoreprecise
informationsonthesematters.Astousageonquatationsonlytypical
materialsarenotedinthisarticle.Iwillgivefullcommentsonproblems
andusagesofsourcematarialsinthemoredatailedpapaersinthefuture.
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